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（
仮
称
）産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
た
ら
ど
う
か

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
市
民

菜
園
と
生
き
が
い
菜
園
の
違
い
と
課

題
は
。

市
民
農
園
の
公
的
役
割
と

整

備

に

つ

い

て

公

園

都

市

こ
だ
い
ら
構
想
に
つ
い
て

産

業

振

興

市
民
菜
園
（
仲
町
）

▲

防 災

安 全

公 園

用 水

小
平
消
防
署
小
川
出
張
所
の
移
転
を

契
機
に
防
災
体
制
等
の
充
実
を

地
域
防
災
に
つ
い
て

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に

設
置
や
利
用
の
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

①
市
と
し
て
は
、
防
災
行
政

無
線
や
防
災
施
設
の
維
持
・
整
備
を

初
め
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
促
進
、

備
蓄
品
の
充
実
、
自
主
防
災
組
織
の

支
援
・
育
成
、
関
係
機
関
等
と
の
連

携
体
制
の
強
化
等
に
努
め
て
い
る
。

市
民
に
お
け
る
取
り
組
み
と
し
て
は

38
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て

お
り
、
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
に

よ
る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。

②
市
民
の
取
り
組
み
状
況
や
効
果

等
を
踏
ま
え
て
研
究
し
た
い
。

③
市
民
や
職
員
を
対
象
に
講
習
会

を
実
施
し
た
が
、
好
評
で
あ
っ
た
。

A
E
D
は
福
祉
会
館
や
市
民
文
化
会

館
等
の
公
共
施
設
に
11
台
配
置
し
た

が
、
さ
ら
に
66
台
を
配
置
す
る
予
定

で
あ
る
。
使
用
事
例
は
現
在
の
と
こ

ろ
発
生
し
て
い
な
い
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
小

さ
な
生
物
を
育
て
る
、
と
る
こ
と
の

で
き
る
、
そ
し
て
水
遊
び
の
で
き
る

空
間
を
つ
く
れ
な
い
か
。

②
公
園
の
池
と
用
水
路
を
結
び
、

水
と
緑
の
公
園
に
し
て
は
ど
う
か
。

③
小
平
市
用
水
路
活
用
計
画
の
課

題
と
展
望
は
。

市
長

①
水
生
生
物
が
す
め
る
環
境

を
つ
く
る
工
夫
を
し
て
、
水
に
親
し

み
観
察
で
き
る
用
水
路
と
し
て
整
備

し
て
い
き
た
い
。

②
地
形
的
に
高
低
差
が
あ
る
た
め

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
富
士

見
橋
か
ら
第
2
富
士
見
橋
の
間
の
暗

渠
を
開
放
で
き
な
い
か
。

②
用
水
を
清
流
化
し
て
、
蛍
を
育

成
で
き
な
い
か
。

③
子
ど
も
た
ち
が
水
遊
び
を
す
る

場
所
も
あ
る
の
で
、
下
水
の
3
次
処

理
水
で
は
な
く
多
摩
川
の
自
然
水
を

流
せ
な
い
か
。
ま
た
、
処
理
水
の
安

全
性
を
P
R
で
き
る
か
。

④
排
水
管
や
ご
み
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、
環
境
再
生
の
方
策
は
。

市
長

①
経
費
等
の
問
題
の
ほ
か
東

村
山
市
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
道
路

占
用
料
徴
収
対
象
の
電
柱
と
電
話
柱

の
数
、
及
び
広
告
別
状
況
は
。
徴
収

金
額
の
5
年
ご
と
の
推
移
は
。

②
減
免
措
置
及
び
条
例
上
の
占
用

料
の
根
拠
と
、
減
免
額
見
直
し
の
検

討
状
況
は
。

③
情
報
公
開
の
観
点
か
ら
、
小
平

市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
第
3
条
の

規
定
に
よ
る
減
免
措
置
の
基
準
を
条

例
集
に
載
せ
る
べ
き
で
は
。

市
長

①
平
成
17
年
度
当
初
は
電
柱

高
橋
三
男
議
員
（
フ
ォ
）

①
保
存

樹
木
N0.
188
は
幹
の
半
分
が
歩
道
に
出

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
根
回
り

は
ど
の
く
ら
い
か
。

②
境
界
査
定
と
交
通
安
全
の
面
か

ら
詳
細
に
調
査
研
究
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長

①
地
表
面
で
の
幹
の
太
さ
は

直
径
90

メ
ー
ト
ル
あ
る
。
樹
木
は

歩
道
の
縁
石
か
ら
40

メ
ー
ト
ル
ほ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

②
平
成
15
年
が
7
件
、
16
年
が
11

件
、
17
年
は
4
件
で
あ
る
。

教
育
長

③
検
討
し
て
い
な
い
。

④
地
域
の
安
全
確
保
は
地
域
の
協

力
が
必
要
な
の
で
、
市
民
の
自
主
的

な
活
動
を
期
待
す
る
。

⑤
下
校
時
間
帯
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

し
な
が
ら
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
る
。

市
長

⑥
導
入
し
た
自
治
体
の
動
向

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

用
水
路
を
結
ぶ
こ
と
は
難
し
い
が
、

公
園
を
囲
ん
で
い
る
用
水
路
を
整
備

し
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
の
緑
と
連
携

し
た
公
園
に
し
た
い
。

③
計
画
は
、
地
域
特
性
に
見
合
う

活
用
方
法
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

策
定
か
ら
10
年
が
た
ち
、
現
在
で
は

地
域
の
特
性
や
事
情
に
合
わ
せ
た
整

備
が
難
し
い
箇
所
が
あ
る
な
ど
の
課

題
が
あ
る
た
め
、
今
後
活
用
区
分
等

を
見
直
し
て
い
く
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。

③
野
火
止
用
水
保
全
対
策
協
議
会

を
通
じ
て
要
望
し
て
い
る
。
水
質
検

査
で
異
常
値
は
出
て
い
な
い
が
水
遊

び
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の

で
P
R
は
考
え
て
い
な
い
。

④
委
託
業
者
と
職
員
で
対
応
し
て

い
る
。
残
っ
て
い
る
排
水
管
に
つ
い

て
は
順
次
対
応
し
て
い
く
。

が
千
2
百
93
本
、
電
話
柱
が
千
5
百

66
本
で
、
広
告
物
は
合
計
で
千
8
百

94
個
あ
る
。
徴
収
金
額
は
平
成
13
年

度
が
約
3
百
61
万
円
、
17
年
度
は
約

3
百
36
万
6
千
円
で
あ
る
。

②
減
免
措
置
は
、
道
路
占
用
料
徴

収
条
例
の
基
準
に
基
づ
い
て
行
っ
て

い
る
。
条
例
上
の
占
用
料
は
、
固
定

資
産
税
評
価
額
と
占
用
面
積
等
を
基

本
と
し
て
算
出
し
て
い
る
。
見
直
し

は
都
や
近
隣
市
の
動
向
等
を
考
慮
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

③
市
民
生
活
と
の
関
係
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
検

討
し
た
い
。

ど
歩
道
上
に
あ
り
、
歩
道
の
有
効
幅

員
は
140

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

②
当
該
道
路
の
管
理
を
し
て
い
る

都
か
ら
、
境
界
査
定
は
終
了
し
、
当

該
樹
木
に
つ
い
て
は
今
後
の
道
路
拡

幅
計
画
に
伴
い
交
通
安
全
上
危
険
に

な
る
た
め
、
移
植
か
伐
採
を
検
討
す

る
と
聞
い
て
い
る
。

セ
ン
チ

桜
田
　
誠
議
員
（
公
明
）

①
地
域

防
災
対
策
の
現
状
は
。

②
地
域
防
災
の
活
動
拠
点
と
な
る
、

地
域
安
心
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整

備
に
対
す
る
考
え
は
。

③
A
E
D
（
自
動
体
外
式
徐
細
動

器
）
の
講
習
会
の
反
響
は
。
ま
た
、

立
花
隆
一
議
員（
公
明
）

①
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
や
市
民

参
加
に
よ
る
協
議
機
関
の
設
置
は
。

②
子
ど
も
が
被
害
を
受
け
た
犯
罪

の
3
年
間
の
推
移
は
。

③
メ
ー
ル
配
信
等
の
検
討
は
。

④
人
的
配
置
の
検
討
状
況
は
。

⑤
下
校
時
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

⑥
犯
罪
多
発
箇
所
に
防
犯
対
策
用

の
青
色
街
灯
を
導
入
で
き
な
い
か
。

市
長

①
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

庁
舎
1
階
に
設
置
さ
れ
た
A
E
D

▲

あ
じ
さ
い
公
園
の
用
水
は
ザ
リ
ガ
ニ

の
と
れ
る
小
川
に
整
備
し
て

野
火
止
通
り
の
暗
渠

あ
ん
き
ょ

を
開
放
し

潤
い
あ
る
用
水
路
空
間
を
創
出
し
て

あ
じ
さ
い
公
園（
美
園
町
一
丁
目
）

▲

道

路

電
柱
等
の
広
告
占
用
料
の

見
直
し
等
に
つ
い
て

喜
平
橋
交
差
点
際
歩
道
に
か
か
る

イ
チ
ョ
ウ
と
交
通
安
全
に
つ
い
て

喜
平
橋
交
差
点
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木

▲掲

載

分

以

外

の

質

問

項

目
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
現

在
の
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
を
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
健
康
セ
ン
タ
ー
の
一
部

や
中
央
図
書
館
横
の
プ
レ
ハ
ブ
施
設

の
活
用
は
ど
う
か
。

②
市
が
行
っ
て
い
る
創
業
者
支
援

事
業
は
何
か
。

③
調
布
市
の
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
評
価
は
。

市
長

①
い
ず
れ
の
施
設
も
既
に
そ

の
処
分
が
決
定
し
、
ま
た
は
他
の
目

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

②
平
成
17
年
4
月
に
、
小
口
事
業

資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
利
用
し

や
す
い
制
度
に
改
め
た
。
平
成
18
年

度
に
は
創
業
・
起
業
・
経
営
革
新
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

③
評
価
の
対
象
と
な
る
実
績
等
を

注
意
深
く
観
察
し
て
い
き
た
い
。

②
学
童
農
園
の
成
果
と
課
題
は
。

③
練
馬
区
等
で
行
っ
て
い
る
農
業

体
験
農
園
の
検
討
状
況
は
。

④
市
民
農
園
の
位
置
づ
け
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

⑤
い
わ
ゆ
る
市
民
農
園
全
体
に
対

す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
。

市
長

①
前
者
は
市
民
の
健
全
な
余

暇
利
用
の
た
め
に
、
後
者
は
高
齢
者

の
生
き
が
い
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
に
設
置
し
て
い
る
。
課
題
は

継
続
的
な
用
地
の
確
保
で
あ
る
。

②
食
育
面
で
の
活
用
や
、
農
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
校
か
ら
近
距
離
の
農
地
と
農
業
指

導
者
の
確
保
等
が
課
題
で
あ
る
。

③
平
成
18
年
度
に
農
園
開
設
に
要

す
る
経
費
の
補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

④
市
民
と
の
交
流
を
基
調
と
し
た

農
業
は
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。

⑤
法
律
や
制
度
と
の
関
係
、
福
祉

や
農
業
振
興
の
視
点
か
ら
整
理
し
対

応
し
て
い
き
た
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
グ
リ

ー
ン
ロ
ー
ド
の
文
化
・
芸
術
等
の
事

業
評
価
は
。

②
商
工
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
公

園
都
市
を
つ
く
る
た
め
に
人
材
養
成

を
す
る
、
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
検

定
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

③
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
中
心
と
し

た
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
発
展
、

統
合
さ
せ
て
い
く
公
園
都
市
こ
だ
い

ら
の
構
想
が
必
要
で
は
。

市
長

①
こ
れ
ま
で
文
化
・
芸
術
面

で
の
大
き
な
取
り
組
み
は
な
い
が
、

現
在
伝
統
的
な
食
文
化
で
あ
る
小
平

糧か
て
う
ど
ん
を
ふ
る
さ
と
村
で
提
供
し
、

大
き
な
文
化
的
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

②
実
施
を
念
頭
に
置
い
て
、
グ
リ

ー
ン
ロ
ー
ド
が
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト

と
な
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

③
有
意
義
な
も
の
と
考
え
て
お
り
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
救
急

車
配
備
の
見
通
し
は
。

②
戸
建
て
住
宅
地
区
で
の
防
火
水

槽
の
整
備
状
況
は
。

③
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
火
災
警
報

器
設
置
の
取
り
組
み
は
。

④
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
施
設

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
状
況
は
。

⑤
消
防
団
O
B
と
、
市
や
消
防
署

と
の
協
力
体
制
は
。

市
長

①
東
京
消
防
庁
で
検
討
中
と

聞
い
て
い
る
。

②
地
区
別
の
資
料
は
な
い
が
、
市

全
体
の
充
足
率
は
約
73
％
で
あ
る
。

③
一
定
の
条
件
を
満
た
す
高
齢
者

の
み
の
世
帯
等
に
対
し
、
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
と
セ
ッ
ト
で
火
災
安
全
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
る
。

④
都
市
ガ
ス
と
電
気
は
指
定
公
共

機
関
に
よ
る
応
急
復
旧
を
待
つ
こ
と

に
な
り
、
L
P
ガ
ス
等
は
市
内
小
売

業
者
等
へ
の
協
力
要
請
を
行
う
。

⑤
現
状
で
は
取
り
決
め
等
は
な
い
。

【
都
市
整
備
】

新
小
金
井
街
道
と
西
武
新
宿
線

と
の
立
体
交
差
の
開
通
で
市
民

生
活
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

の
か

一般質問

定例会名
15年16月
15年19月
15年12月
16年13月
16年16月
16年19月
16年12月
17年13月
17年16月
17年19月
17年12月
18年13月
合　　計
平　　均

質問者数
23
21
24
24
23
21
22
21
19
20
21
20
259
21.6人

質問件数
64
55
61
60
54
56
50
51
45
45
54
50
645
53.8件

項　　目
行 政 一 般
教育・文化
都 市 整 備
福 祉
道 路
公 共 施 設
環境・上下水
児童・女性
防災・安全
公園・用水
産 業 振 興
医療・健康

件数
118
89
78
70
56
45
44
41
32
30
24
18
645件

行政一般�
18.3％�

教育・文化�
13.8％�

都市整備�
12.1％�福祉�

10.8％�

道路�
8.7％�

医療・健康 �
2.8％�

産業振興 �
3.7％�

環境・上下水�
 6.8％�

公共施設�
 7.0％�

防災・安全�
 5.0％�

公園・用水 �
4.6％�

児童・女性 �
6.4％�

平成15年6月定例会～平成18年3月定例会

一般質問のまとめ

構成比は四捨五入して表示

◆質問者数・件数 ◆項目別件数

項目別割合


